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村、雪の三つの単語は別の語類に属している。 「石J 、 「村」のアクセントは、東京では
( 3) 





二拍名前で、 「道J 「庭」 「箱J は二拍名詞の第一語類に属し、 「石j f村J 「雪」は第

























































































































いろはをつねによむやうに声をさぐらば、 「お J 文字は去声なるべし．定家
が「おJ 文字っかふべき事を書くに、 「山のおく」と書けり．まことに去声
とおぼゆるを、 「おく山j とうちかへしていへば、去声にはよまれず、上声










声と義よの相違常事也。 「大原」と「おほはら野J と相違せり． 「かも河」















































































られる語のアクセントを忘れないために「上J 「去J を註記したという説がある。 「上」
「去」が具体的にどのような調価を表すかについては、また二つの説がある。山田孝雄氏





の、万葉仮名で書かれた文献を分析すると、 「天J 「雨J 「亀J 「米j などの言葉の『メJ
を記すためにはいつも米、迷、梅、毎、妹という万葉仮名の文字が使われ、 「根めしj
f召す」 「示すj 「姫j などの言葉の「メJ を記すのには売、馬、面の字が使われていた。
こういう使い分けがかなり守られており、 『天J 「亀j などの「メ J が、 「示すJ 「召すJ
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